
 

新年
しんねん

の始
はじ

まりとなるお正 月
しょうがつ

には、おせち料理
りょうり

やお雑
ぞう

煮
に

といった正 月
しょうがつ

料理
りょうり

を

食
た

べて１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

を祈
いの

る習 慣
しゅうかん

があります。ご存
ぞん

じのように、お雑
ぞう

煮
に

は地域等
ちいきなど

によ

って異
こと

なり、使
つか

う食 材
しょくざい

、味
あじ

つけ、もちの 形
かたち

、調理法
ちょうりほう

など、実
じつ

に様々
さまざま

です。 

沖
おき

縄
なわ

県
けん

にはお雑
ぞう

煮
に

を食
た

べる食文化
しょくぶんか

はなく、豚
ぶた

肉
にく

の内
ない

臓
ぞう

を使
つか

った

「中
なか

身
み

汁
じる

」を食
た

べます。 

宮
みや

城
ぎ

県
けん

 
（仙
せん

台
だい

地
ち

域
いき

） 

仙
せん

台
だい

雑
ぞう

煮
に

 

千
ち

葉
ば

県
けん

 
（上総
か ず さ

地
ち

域
いき

） 

はば雑
ぞう

煮
に

 

 

香
か

川
がわ

県
けん

 

あんもち雑
ぞう

煮
に

 

 

島
し ま

根
ね

県
けん

 
（東
と う

部
ぶ

地
ち

域
いき

） 

小豆
あ ず き

雑
ぞう

煮
に

 

 

福
ふ く

岡
おか

県
けん

 

（博
はか

多
た

地
ち

域
いき

） 

博
はか

多
た

雑
ぞう

煮
に

 

 

大
おお

阪
さ か

府
ふ

 
 

白
しろ

味
み

噌
そ

雑
ぞう

煮
に

 

 

岩
いわ

手
て

県
けん

 
（三
さん

陸
り く

沿
えん

岸
がん

北
ほく

部
ぶ

地
ち

域
いき

） 

 
くるみ雑

ぞう

煮
に

 
 

愛
あい

知
ち

県
けん

 

雑
ぞう

煮
に

 

山
やま

口
ぐ ち

県
けん

 
（萩
はぎ

市
し

） 

かぶ雑
ぞう

煮
に

 

 

しょうゆ味
あじ

の汁
しる

に、 

サケや凍
こお

り豆
どう

腐
ふ

、根
こん

菜
さい

 

類
るい

、焼
や

いた角
かく

餅
もち

を入
い

れる。 

餅
もち

は取
と

り出
だ

して「くるみだれ」

を付
つ

けて食
た

べる。 

焼
や

きハゼのだしに、大
だい

根
こん

・人
にん

参
じん

・ごぼうを細
ほそ

切
ぎ

りにして湯
ゆ

通
どお

しした「引
ひ

き菜
な

」と、せり、い

くら、焼
や

いた角
かく

餅
もち

を入
い

れる。だ

しをとった焼
や

きハゼものせる。 

焼
や

いたりゆでたりした角
かく

餅
もち

をお

椀
わん

に入
い

れて、カツオだし、はば

のり、青
あお

のり、カツオ節
ぶし

をたっ

ぷりかける。
 

 

 

しょうゆ味
あじ

の汁
しる

に、焼
や

かない角
かく

餅
もち

と伝
でん

統
とう

野
や

菜
さい

の「餅
もち

菜
な

」、鶏
とり

肉
にく

を入
い

れる。餅
もち

菜
な

は小
こ

松
まつ

菜
な

に似
に

て

いる野
や

菜
さい

で、「正月
しょうがつ

菜
な

」とも呼
よ

ばれる。
 

 

白
しろ

味噌
み そ

仕
じ

立
た

ての汁
しる

に、焼
や

かない

丸
まる

餅
もち

、大
だい

根
こん

、人参
にんじん

、里
さと

芋
いも

などを

入
い

れる。野
や

菜
さい

は「角
かど

が立
た

たず、

円
えん

満
まん

に過
す

ごせるように」という

縁
えん

起
ぎ

を担
かつ

ぎ、輪
わ

切
ぎ

りにする。 

小豆
あ ず き

を煮
に

た汁
しる

に、焼
や

かない丸
まる

餅
もち

を入
い

れる。元
がん

日
じつ

には岩
いわ

のり

入
い

りの「すまし雑
ぞう

煮
に

」を食
た

べ、翌
よく

２
ふつ

日
か

に「小豆
あ ず き

雑
ぞう

煮
に

」を

食
た

べる地
ち

域
いき

もある。 

しょうゆ味
あじ

の汁
しる

に、丸
まる

餅
もち

、みつ

葉
ば

、かぶ、細
ほそ

く切
き

ったスルメや

昆
こん

布
ぶ

を入
い

れる。 

白
しろ

味噌
み そ

仕
じ

立
た

ての汁
しる

に、輪
わ

切
ぎ

りに

した大
だい

根
こん

、金
きん

時
とき

人参
にんじん

、豆
とう

腐
ふ

、甘
あま

いあんこ入
い

りの丸
まる

餅
もち

を入
い

れる。

最
さい

後
ご

に青
あお

のりを振
ふ

りかけて食
た

べ

る。
 

 

焼
や

きアゴのだしに、ブリ、丸
まる

餅
もち

、伝
でん

統
とう

野
や

菜
さい

の「かつお菜
な

」、

かまぼこ、里
さと

芋
いも

、人参
にんじん

、大
だい

根
こん

、

椎茸
しいたけ

などを入
い

れる。 

日
に

本
ほん

の学校給食
がっこうきゅうしょく

は、明
めい

治
じ

22年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現
げん

：鶴
つる

岡
おか

市
し

）の私立忠愛小学校
しりつちゅうあいしょうがっこう

で提
てい

供
きょう

されたのが始
はじ

まりとされています。その後
ご

各
かく

地
ち

に広
ひろ

まったものの、戦
せん

争
そう

による食料不足
しょくりょうぶそく

で中
ちゅう

断
だん

されてしまいました。戦
せん

後
ご

、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

不
ぶ

足
そく

を改
かい

善
ぜん

するため、昭和
しょうわ

21年
ねん

にアメリカの支
し

援
えん

団
だん

体
たい

「LA
ラ

RA
ラ

（アジア救
きゅう

済
さい

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）」

から、給食用物資
きゅうしょくようぶっし

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

けて、翌
よく

年
ねん

１月
がつ

から学校給食
がっこうきゅうしょく

が再
さい

開
かい

されることに

なりました。昭和
しょうわ

21年
ねん

12月
がつ

24日
か

に、東京都内
とうきょうとない

の小学校
しょうがっこう

で給食用物資
きゅうしょくようぶっし

の贈
ぞう

呈
てい

式
しき

が行
おこな

われたことから、この日
ひ

を「学校給食
がっこうきゅうしょく

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」としましたが、昭和
しょうわ

25年
ねん

度
ど

からは、冬季休業
とうききゅうぎょう

と重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

〜30日
にち

までの１週間
しゅうかん

を

「全国学校給食週間
ぜんこくがっこうきゅうしょくしゅうかん

」とすることが定
さだ

められました。 

私立忠愛小学校
しりつちゅうあいしょうがっこう

で提
てい

供
きょう

されたと

される給
きゅう

食
しょく

 

※全国学校給食週間
ぜんこくがっこうきゅうしょくしゅうかん

を通
とお

して、学 校 給 食
がっこうきゅうしょく

の意
い

義
ぎ

や役
やく

割
わり

等
など

を皆
みな

さんに知
し

っ

てもらい、学 校 給 食
がっこうきゅうしょく

について改
あらた

めて考
かんが

える機
き

会
かい

にしてほしいと思
おも

います。 

支援物資
し え ん ぶ っ し

の脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

や缶
かん

詰
づめ

、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

等
など

を使
つか

った給
きゅう

食
しょく

 

地
ち

域
いき

の 旬
しゅん

の 食
しょく

材
ざい

を使
つか

い、

郷土
きょうど

料理
りょうり

や行事食
ぎょうじしょく

、世
せ

界
かい

の

料理
りょうり

など、 食
しょく

育
いく

の 教
きょう

材
ざい

と

なる給
きゅう

食
しょく

 


